
十
一
月
十
七
日
び
わ
こ
畔
・
県
立

武
道
館
で
、
東
京
か
ら
九
州
ま
で
、

三
五
組
２
６
０
名
が
参
加
し
て
、
日

中
友
好
太
極
拳
普
及
三
六
周
年
記
念

太
極
拳
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

金
城
滋
賀
県
支
部
長
が
「
日
中
友

好
の
た
め
文
化
交
流
の
大
き
な
柱
と

し
て
、
健
康
を
目
的
に
老
若
男
女
誰

で
も
で
き
る
太
極
拳
は
各
地
で
広
ま
っ

て
い
ま
す
。
練
習
の
成
果
を
表
演
で

し
っ
か
り
発
揮
し
て
欲
し
い
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
「
ま
つ
り
」

で
は
、
各
教
室
か
ら
の
参
加
者
た
ち

が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
持
ち
寄
り

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
参
加

と
し
て
、
本
部
指
導
員
合
宿
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
劉
志
老
師
が
、
陳

式
太
極
拳
と
南
拳
を
演
武
さ
れ
、
力

強
く
し
な
や
か
な
演
技
に
お
お
い
に

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

サ
ッ
ク
ス
・
尺
八
奏
者
の
小
部
修

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
風
華
・
簡

化
二
四
式
太
極
拳
の
表
演
は
、
初
め

て
の
試
み
で
し
た
が
、
小
部
さ
ん
の

素
敵
な
演
奏
に
合
わ
せ
て
無
事
演
じ

き
り
ま
し
た
。

感
想
は
「
は
じ
め
扇
は
途
中
ま
で

と
い
う
話
し
だ
っ
た
が
、
最
後
ま
で

皆
の
前
で
表
演
で
き
て
良
か
っ
た
」

「
と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
、
良
い
緊

張
だ
っ
た
」
「
特
に
高
齢
の
方
が
美

し
く
演
武
し
て
い
て
、
ま
だ
ま
だ
が

ん
ば
れ
る
、
こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ
た
」

「
他
教
室
の
上
達
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」

と
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て
い
ま
し
た
。

日
頃
の
協
会
に
対
す
る
ご
尽
力
、

ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
の
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

日
中
関
係
を
め
ぐ
る
情
勢

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
な

か
、
協
会
は
こ
れ
ま
で
に
も

増
し
て
大
き
な
役
割
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

中
国
語
講
座
の
生
徒
数
の

減
少
や
会
員
の
減
少
な
ど
で
、

大
阪
府
連
財
政
が
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

六
月
の
新
事
務
所
へ
の
移

転
な
ど
で
、
経
費
節
減
に
も

と
り
く
ん
で
い
ま
す
が
、
財

政
強
化
の
た
め
、
年
末
募
金

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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二
月
二
日
（
日
）
「
国
際
親
善
・

平
和
友
好
の
つ
ど
い
」
を
、
講
師
に

進
藤
榮
一
筑
波
大
名
誉
教
授
を
迎
え

て
開
き
ま
す
。
講
演
テ
ー
マ
は
「
ア

ジ
ア
力
の
世
紀
・
ど
う
生
き
抜
く
の

か
」(

仮
題)

で
国
際
親
善
・
平
和
友

好
八
団
体
が
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。

進
藤
氏
は
「
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半

分
が
ア
ジ
ア
で
生
ま
れ
る
時
代
に
な

る
。
日
本
は
も
っ
と
ア
ジ
ア
で
自
由

に
貿
易
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
、
新

し
い
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く

り
出
す
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
「
日
本
は
日
米
同
盟

で
平
和
と
繁
栄
を
手
に
入
れ
た
と
い

う
過
去
の
成
功
体
験
に
固
執
せ
ず
、

ア
ジ
ア
と
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
（
相
互
利

益
）
の
関
係
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
岐
阜
で
の
講
演
で
述
べ

て
い
ま
す
。(

岐
阜
新
聞
）

今
回
の
講
演
で
は
最
近
発
売
さ
れ

た
「
ア
ジ
ア
力
の
世
紀
―
―
ど
う
生

き
抜
く
の
か
」

(

岩
波
新
書)

を
ベ
ー

ス
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

進
藤
榮
一
筑
波
大
名
誉
教
授

東
ア
ジ
ア
共
同
体
評
議
会
副
議
長
、

国
際
ア
ジ
ア
共
同
体
学
会
代
表
。

専
門
は
、
ア
メ
リ
カ
外
交
、
国
際

政
治
経
済
学
、
ア
ジ
ア
地
域
統
合
。

１
９
７
９
年
米
国
か
ら
帰
国
後
、

沖
縄
分
割
に
関
す
る
天
皇
メ
ッ
セ
ー

ジ
電
文
を
発
掘
掲
載
し
た
衝
撃
的
論

文
「
分
割
さ
れ
た
領
土
」
雑
誌
『
世

界
』
掲
載
で
論
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
。

以
来
、
ソ
連
脅
威
論
批
判
、
平
和

紛
争
論
、
核
軍
縮
論
な
ど
独
自
の
政

策
理
論
を
次
々
に
発
表
、
東
ア
ジ
ア

を
代
表
す
る
リ
ベ
ラ
ル
派
論
客
。

国
際
親
善
・
平
和
友
好
の
つ
ど
い

ア
ジ
ア
力
の
世

紀
ど
う
生
き
抜
く

の
か

太
極
拳
ま
つ
り
に
２
６
０
名

サ

ッ

ク

ス

と

の

初

コ

ラ

ボ

で

表

演

1,200円で販売中
今回のカレンダーには大阪の

玉井質さん(府連直属・２月

「梅里雪山」）と廣原資泰さん

（東大阪支部・４月「大里古城」)

の写真が掲載されています。

2014年カレンダー「中国悠久の旅」 中
国
の
多
方
面
の
知
識
理
解
を
通

じ
て
、
中
国
へ
の
理
解
者
を
増
や
し
、

日
本
と
中
国
の
多
分
野
で
の
交
流
を

盛
ん
に
す
る
た
め
の
検
定
で
す
。

公
式
テ
キ
ス
ト
「
中
国
百
科
」
を

基
本
範
囲
と
し
て
、
地
理
、
歴
史
、

政
治
経
済
、
文
化
の
四
分
野
か
ら
出

題
さ
れ
、
府
連
事
務
所
で
販
売
中
。

中
国
百
科
検
定

三
月
二
一
日
（
祝
）
三
時
か
ら
四
時

大
阪
会
場
は
天
六
関
西
大
学
校
舎

受
験
料
は
三
四
〇
〇
円

詳
細
は

中
国
百
科
検
定
公
式
サ
イ
ト
へ

中
国
百
科
検
定

も
の
し
り
コ
ー
ス

年
末
募
金

ご
協
力
の
お
願
い

二
月
二
日(

日)

一
時
三
〇
分

大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
大
ホ
ー
ル
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十
一
月
五
日
北
京
空
港
に
降
り
立
っ

た
日
は
曇
天
で
、
こ
の
先
覚
悟
が
必

要
だ
と
感
じ
た
の
で
す
が
、
翌
日
か

ら
風
が
吹
き
、
滞
在
中
、
吸
い
込
ま

れ
る
よ
う
な
「
北
京
秋
天
」
５
、
晴

天
３
、
曇
天
２
の
割
合
で
、P

M
2
.
5

も3
0

～1
5
0

に
収
ま
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」

（
日
本
国
際
協
力
基
金
と
中
国
教
育

部
の
共
同
設
立
、
北
京
外
国
語
大
学

構
内
）
の
修
士
課
程
経
済
コ
ー
ス
で

研
究
す
る
大
学
院
生
十
四
名
に
対
し

て
、
日
本
経
済
論
を
日
本
語
で
教
育

す
る
と
い
う
得
難
い
機
会
を
与
え
ら

れ
、
十
八
コ
マ
の
集
中
講
義
を
無
事

に
終
え
て
、
二

九
日
に
帰
国
し

ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
で
は
現
院

生
含
め
７
０
０

名
以
上
が
育
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
大
学
学
部
卒
業
後
、
難
関

を
突
破
し
て
入
学
し
た
大
学
院
生
た

ち
の
日
本
語
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
テ
ー

マ
も
日
本
の
「
公
共
投
資
」
、
「
経

済
格
差
」
、
「
金
融
政
策
の
計
量
研

究
」
、
「
企
業
人
事
管
理
」
、
「
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
、
「
企
業
合
併
」

な
ど
専
門
性
の
高
い
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
講
義
最
終
日
、
私
が
院
生

た
ち
に
「
あ
な
た
方
は
日
本
の

宝
物
で
す
」
と
述
べ
た
の
に
対

し
、
帰
国
後
の
メ
ー
ル
に
は

「
中
国
に
は
、
私
た
ち
の
よ
う

に
、
日
本
が
好
き
で
、
日
本
に

つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
人
が
多

く
い
ま
す
。
私
た
ち
の
思
い
を
、

日
本
の
方
々
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
、
こ
の
う
ち
、
六
名
が
日

本
の
各
大
学
に
留
学
す
る
予
定
で
、

再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

八
七
年
に
人
民
大
学
に
留
学
し
た

当
時
、
大
学
の
集
ま
る
「
海
淀
区
」

は
北
西
の
は
ず
れ
で
、
中
心
部
か
ら

混
ん
で
い
る
と
き
は
バ
ス
で
一
時
間

以
上
か
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
地

下
鉄
四
号
線
に
「
人
民
大
学
前
」
、

「
北
京
大
学
前
」
と
い
う
駅
が
あ
り
、

「
西
単
」
ま
で
乗
り
換
え
な
し
で
二

〇
分
で
す
。
網
の
目
の
よ
う
な
地
下

鉄
路
線
は
大
阪
を
超
え
た
の
で
は
、

と
思
わ
れ
ま
す
。

野
菜
、
果
物
が
豊
富
な
の
に
も
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
留
学
当
時
、
こ
の

季
節
の
野
菜
と
い
え
ば
萎
び
た
白
菜

が
少
々
。
雲
泥
の
差
で
、
朝
昼
野
菜

サ
ラ
ダ
を
欠
か
さ
な
く
て
済
み
ま
し

た
。
た
だ
、
物
価
上
昇
は
、
一
〇
月

3
.
2

％
（
九
月
比
）
と
穏
や
か
で
す

が
、
食
品
は5

.
6

％
、
な
か
で
も
野

菜
は
三
〇
％
以
上
の
上
昇
で
、
市
民

も
嘆
い
て
い
る
様
子
。

十
八
期
三
中
全
会
の
報
道
は
早
く
、

決
定
全
文
は
一
〇
日
ほ
ど
で
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
経
済
格
差
是
正
、
農
民

の
権
利
保
護
の
方
針
に
共
感
、
国
際

面
で
や
や
懸
念
と
い
う
印
象
を
持
ち

ま
し
た
。(

日
中
大
阪
府
連
副
会
長
）

若
き
学
徒
と
の
新
た
な
出
会
い

北
京
の
二
四
日
間

山
本
恒
人

新
年
に
二
ヶ
所
で
太
極
拳
初
稽
古

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
会
場
へ
も
参
加
自
由
で
す
。

太
極
拳
に
興
味
の
あ
る
友
人
を
、

誘
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

大
阪
西
支
部
主
催
初
稽
古

一
月
十
二
日(

日)

九
時
～
十
二
時

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

二
四
式
、
四
八
式
、
風
華
二
四
式
、

太
極
扇
三
十
式
、
一
の
型
な
ど

守
口
支
部
主
催
初
稽
古

一
月
十
三
日(

祝)

十
時
～
十
五
時

守
口
市
民
体
育
館

お
年
玉
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

簡
化
二
四
式
、
四
八
式
、

陳
式
簡
化
八
式
太
極
拳

ど
ち
ら
の
会
場
も
上
靴
が
必
要

参
加
費

各
会
場
一
〇
〇
〇
円

太

極

拳

初

稽

古

中
国
旅
行
か
ら
帰
っ
た
翌
々
日
の

十
月
十
七
日
、
安
倍
首
相
が
靖
国
神

社
に
真
榊
（
ま
さ
か
き
）
を
奉
納
し

た
。
日
本
は
、
か
つ
て
侵
略
し
た
中

国
や
韓
国
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
人
々

に
対
し
て
、
何
と
い
う
態
度
を
取
り

続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
中
国
へ
の

旅
は
楽
し
み
だ
が
、
日
本
の
加
害
の

歴
史
は
、
重
い
課
題
だ
。
だ
が
、
し
っ

か
り
見
つ
め
な
い
と
。

侵
華
日
軍
南
京
大
屠
殺
遭
難
同
胞

紀
念
館
（
中
国
侵
略
日
本
軍
南
京
大

虐
殺
遭
難
同
胞
記
念
館
）
―
―
―
。

写
真
、
資
料
、
遺
骨
な
ど

詳
細
な
デ
ー
タ
と
記
録
が
、

日
本
の
虐
殺
の
事
実
を
克

明
に
語
り
か
け
て
く
る
。

息
を
の
み
、
胸
が
詰
ま
る
。

夫
や
妻
、
子
供
や
両
親
が

殺
さ
れ
た
こ
と
は
永
遠
に

許
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。

三
十
万
人
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
。

館
内
に
展
示
さ
れ
て
い
た
言
葉
が
心

に
残
る
。
『
歴
史
は
鏡
で
あ
り
、
歴

史
の
教
訓
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

…
…
戦
争
は
蛮
行

を
生
み
出
し
、
人

間
性
を
絶
滅
さ
せ

る
野
蛮
な
行
為
で

あ
る
』
。

ド
イ
ツ
が
か
つ

て
の
侵
略
戦
争
と

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
、

し
っ
か
り
と
向
き

合
い
、
反
省
と
謝

罪
を
通
し
、
ユ
ー

ロ
の
中
で
信
頼
を

築
い
て
き
た
の
と
、
日
本
政
府
の
態

度
と
で
は
あ
ま
り
に
も
対
照
的
だ
。

だ
が
、
こ
の
旅
の
中
に
希
望
も
あ
っ

た
。
中
国
の
シ
ン
ド
ラ
ー
と
言
わ
れ

た
ド
イ
ツ
人
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
の
存

在
、
文
豪
魯
迅
と
内
山
書
店
の
交
流

な
ど
。
上
海
師
範
大
学
の
中
国
「
慰

安
婦
」
資
料
館
で
受
付
の
大
学
院
生

に
「
日
本
政
府
は
き
ち
ん
と
謝
罪
し
、

そ
の
う
え
で
日
本
、
中
国
、
韓
国
は

お
互
い
仲
良
く
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
」
と
話
し
か
け
た
時
、

し
っ
か
り
と
頷
い
て
く
れ
た
笑
顔
が

印
象
的
だ
っ
た
。

私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
、
原
爆

被
爆
や
戦
争
被
害
の
歴
史
と
同
時
に
、

か
つ
て
の
天
皇
制
政
府
に
よ
る
ア
ジ

ア
の
人
々
へ
の
加
害
の
歴
史
も
、
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
心
に
刻

ん
だ
旅
で
し
た
。

（
感
想
文
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

加
害
の
歴
史
は
重
い
課
題

平
和
の
旅
に
参
加
し
て
②

深
井
文
昭

南京大虐殺記念館

十
一
月
二
七
日
、
来
年
の
干
支

『
午
』
を
テ
ー
マ
に
き
り
え
講
習
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
常
連
の
参
加
者

は
事
前
に
用
意
し
た
絵
柄
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
り
、
好
み
の
色
紙
を
用
意
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら
創
っ
て
い
ま
し

た
。
初
心
者
も
先
生
の
や
さ
し
く
、

丁
寧
な
指
導
で

干
支
色
紙
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

会
場
の
都
合

で
十
五
名
が
交

代
し
な
が
ら
の
、

西
支
部
き
り
え

行
事
で
し
た
。

き
り
え
で
「
午
」
を
創
る


